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しらかば通信 

東京真田町の会 No.21 

 

 

真田傍陽線：公園下駅を過ぎ‥ ある雪の日：本原駅 

記 

期  日  平成 29年 5月 14日（日） 

会  場  アルカディア市ヶ谷（私学会館） 

千代田区九段北 4-2-25 

Tel 03-3261-9221 

受  付  11時 30分より 

総  会  12時から 12時 40分 

懇親会・アトラクション 13時から 15時 30分  

懇親会費  7, 000円 

年 会 費  1, 500円（平成 28年度より) 

出欠のご連絡を 4月 17日までにお送り下さい。 

準備の都合がありますので、同封の返信葉書を

ご使用下さい。また、締切り後に出席を希望され

る方は、葉書、あるいは電話でご連絡下さい。  

懇親会のアトラクションでは、藤本恭子さん

（UPC所属、山口県出身、八王子市在住）に出演 

をお願いしています。藤本さんは 2009年のデビュ

ー曲「さんねん坂に春がきた」以来、演目は 27曲

（CD13枚）に及び幅広く活躍しています。ご期待

ください（デュエットも受付ています）。 

演歌や民謡を演じたい希望をお持ちの方は 返

信の葉書へ曲名などをご記入ください。 

 

東京真田町の会 第 30回総会と懇親会のご案内 

陽春の候、皆様におかれましては，心地よい春風や美しい花々をお楽しみのことと存じます。「真田丸」 

の放映も終わってしまい、若干気が抜けた感じになっているのは私だけでしょうか？ 

それはさておき、東京真田町の会の運営につきましては、いつもご協力を賜わり誠にありがとうござ

います。早いもので、今年、当会は創立３０周年を迎えました。この間、真田町を「ふるさと」とする者

同士の確固としたつながりが続いており、懇親会の席や日本ダボスの記事・写真などで親しく交流がな

されています。 

そこで、今年も、下記により「第３０回総会・懇親会」を開催いたします。ふるさとからも多数の御来

賓をお迎えし、「真田丸」によって生じた活況とその継続策などを含めて、ふるさとの発展状況をご紹介

いただく予定です。また、歌手・藤本恭子さんをお招きし、歌で盛り上げていただきます（デュエットの

お相手もしていただけることになっておりますので、この機会をのがさず是非お申し込みください）。皆

様におかれましては公私共にご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせのうえご出席くださいますよう

お願い申し上げます。               平成 29年 3月吉日   会 長 山 口 元 彦 

 
 [ そのほかのご案内 ] 

1) 返信葉書または会費の払込取扱票へ近況等を記入 

下されば日本ダボス no.30に掲載します。 

2) 参加申込のあと、欠席に変更される方は速やかに 

下記へご連絡下さい。 

3) お問合せやご連絡は下記へお願いします． 

 会  長  山口元彦  ℡ 03-5215-1511 

事 務 局  鈴木邦子  ℡ 03-5970-6969 

総会担当  金子 誠  ℡ 048-591-4728 

4) 交通（次の各駅から徒歩約 2分） 

a) 地下鉄有楽町線･南北線 市ヶ谷駅（出口は 1またはA1） 

b) 地下鉄新宿線 市ヶ谷駅（出口はA1またはA4 ） 

c) JR中央総武線 市ヶ谷駅 
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今
年
も
秋
に
一
泊
旅
行
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

昨
年
の
ふ
る
さ
と
訪
問
旅
行
は
11
月
６
日

か
ら
７
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

上
田
市
と
真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

参
加
者
は
17
名（
男
性
10
名
、女
性
７
名)

、

JR
大
宮
駅
前
か
ら
始
ま
っ
た
全
行
程
は
、
鹿

鳴
荘
様
の
送
迎
バ
ス
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
旅
路
は
群
馬
県
の
岩
櫃
城
を
経
て
、
鳥
居

峠
を
下
り
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
や
真
田
丸
ド
ラ

マ
館
の
見
学
、
原
田
泰
治
展
な
ど
を
鑑
賞
し
、

し
ば
し
故
郷
の
風
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。
詳
し

く
は
日
本
ダ
ボ
ス
no.

29
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
も
満
足
い
た
だ
け
る
内
容
に
し
た
く
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
 

お
問
合
せ
は
金
子
誠
副
会
長
（
☏
〇
四
八-

五
九
一-

四
七
二
八
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

⑵ 

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
同
好
会 

昨
年
の
春
季
マ
レ
ッ
ト
の
お
申
込
み
は
会

員
皆
様
か
ら
２
名
、
お
よ
び
会
長
と
担
当
理
事

の
４
名
で
し
た
。
秋
季
マ
レ
ッ
ト
は
、
お
申
込

が
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
皆
様
も
ご

高
齢
と
な
り
、
近
く
の
会
場
で
あ
っ
て
も
そ
れ

ぞ
れ
の
季
へ
の
申
込
者
は
き
わ
め
て
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
本
年
の
春

と
秋
の
開
催
は
今
の
と
こ
ろ
計
画
せ
ず
、
皆
様

か
ら
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
開
催
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
左
記
の
担

当
理
事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

荻
原
啓
治 

☏
〇
三-

三
三
一
五-

五
九
三
〇 

⑶ 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

① 

春
季
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

今
年
も
真

田
町
の
会
と
上
田
会
と
の
合
同
で
３
月
23
日

(

木)

、
例
年
の
よ
う
に
八
王
子
の
武
蔵
野
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
す(

ご
案
内
は
す
で

に
届
い
て
お
り
ま
す
）。
お
問
合
せ
な
ど
は
次

の
担
当
理
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

荻
原
啓
治 

☏
〇
三-

三
三
一
五-

五
九
三
〇 

② 
秋
季
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

10
月
上

旬
頃
に
上
田
会
と
の
合
同
で
開
催
の
予
定
で

す
。
ゴ
ル
フ
同
好
会
員
の
皆
様
に
は
開
催
一
カ

月
前
頃
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

一
般
会
員
の
ご
出
場
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
お
問
合
せ
な
ど
は
次
の
担
当
理
事
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。 

堀
内 

政 

 
 

☏
〇
三-

三
六
二
〇-

二
五
一
一 

荻
原
啓
治 

 
 

☏
〇
三-

三
三
一
五-

五
九
三
〇 

二 

ふ
る
さ
と
便
り
か
ら 

⑴  

平
成
29
年
の
成
人
式
模
様 

１
月
８
（
日
）、
上
田
市
の
成
人
式
が
市
内
の

七
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
田
中
央
公
民
館

で
は
こ
の
式
典
が
13
名
の
新
成
人
実
行
委
員

の
手
で
企
画
・
運
営
さ
れ
、
88
名
の
新
成
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
p.3
の
上
段
は
慶
び
に
わ
く

会
場
の
様
子
で
す
。
新
成
人
を
代
表
し
て
田
中

綾
一
さ
ん
が
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
家
族
、
恩
師
、
地
域
の

方
々
へ
の
感
謝
と
新
た
な
誓
い
を
胸
に
、
そ
の

第
一
歩
を
ふ
み
出
し
ま
し
た
。 

写
真
お
よ
び
記
事
は
真
田
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
地
域
振
興
課
の
ご
提
供
で
す
。
こ
こ
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

⑵ 

ふ
る
さ
と
の
小
・
中
学
校
の 

新
入
生
数
（
平
成
28
年
度
） 

 

中
学
校

の
新
入
生

数

は

１０７

名
（
２７
年

度

は

８３

名
）、
小
学

校
の
そ
れ

は

８７

名

(

同

７６

名)

で
す
。 

    

 

⑶ 

ふ
る
さ
と
の
話
題  

① 

上
田
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広
報

う
え
だ
」
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ほ

か
の
市
町
村
と
の
交
流
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

No.

263
で
は
、
真
田
ド
ラ
マ
館
が
１
月
15
日

で
閉
館
し
、
入
場
者
数
の
累
計
は
103
万
人
に

達
し
た
こ
と
を
、
No.

261
で
は
公
立
大
学
法
人

長
野
大
学
の
設
立
に
つ
い
て
長
野
県
知
事
か

ら
認
可
を
受
け
た
こ
と
を
報
じ
て
い
ま
す
。 

② 

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
「
さ
な
だ
」

で
は
、
地
区
委
員
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
準
備
会

「
住
民
自
治
組
織
の
設
立
」
の
動
き
が
わ
か
り

ま
す
。 

③
朝
日
新
聞
平
成
29
年
２
月
24
日
の
「
大

河
ド
ラ
マ
館
人
出
に
明
暗
」
で
、
館
の
入
場
者

数
が
伸
び
た
要
因
と
し
て
、
ゆ
か
り
の
地
で
の

開
館
、
利
便
性
に
優
れ
た
場
所
、
高
視
聴
率
で

あ
っ
た
こ
と
、
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

④
12
月
発
行
の
ダ
ボ
ス
で
は
、
p.4
の
a)
に

よ
る
ご
寄
稿
の
ほ
か
、
会
員
相
互
の
交
流
の
機

会
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
、
小
・
中
学
校
同
級
会
の

開
催
案
内
や
そ
の
後
記
な
ど
を
掲
載
す
る
こ

と
を
考
え

て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、

皆
様
か
ら

多
く
の
話

題
を
お
寄

せ
い
た
だ

き
た
く
、
お

願
い
し
ま

す
。 

  

 

冬のある日、裏の畑に訪問者が‥ 
(編集子撮影 2017年 2月、中組で） 

表1 平成28年度真田地域小・中学校の新入生数
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上田市成人式での晴姿：2017年 1月 8日(日)、真田中央公民館、新成人出席者 88名（男性 44名、女性 44名） 

誓いのことば:成人代表田中綾一さん、祝辞:上田市副市長井上晴樹様（真田地域自治センター地域振興課提供） 

上田市成人式：2016年 1月 10日（日）11時から，真田中央公民館，新成人出席者 112名 

(男性 65名，女性 47名)，祝辞上田市教育長小林和夫様上田市成人式：2016年 1月 10日（日）11時から，真田中

央公民館，新成人出席者 112名 

(男性 65名，女性 47名)，祝辞上田市教育長小林和夫様 

 

平成 29年ふるさとの行事（夏～春） 

1) 第 14回上田城千本桜まつり 

4月 1日(土)～16日(日)(注１) 

2) 第 35回上田真田まつり 

  4月 29日(土) (注１) 

3) 真田氏歴史館特別企画展 

「真田一族と山家神社」 

7月 15（土）から 10月 2日（月） 

4) お屋敷つつじ祭り 5月 21日(日) 

5) 第 31回菅平高原カントリーフェス 

ティバル 6月 3日(土)(注２) 

6) 第 33回真田まつり(含花火大会)未定 

問合せ先 

(注１)上田市観光課 Tel 0268-23-5408 

 

 

 

 
「誓いのことば」 

田中綾一さん 

  

実行委員会の 13名 

 

 

 

 
① 第 14回上田城千本桜まつり   ② 蝉しぐれの中‥信綱寺黒門 

  

③ もみじの角間渓谷        ④ お屋敷の雪景色 
ふるさと四景 

 

(注２)菅平高原観光協会 Tel 0268-74-2003、ほかは 真田地域自治センター産業観光課 Tel 0268-72-4330 
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1. 新会員ご紹介のお願い 

 会員の皆様にはいつも会の運営にご協力をいただき誠にありがとうございます。会員相互の出会いと

親睦、ふるさと真田町との交流の親密化を目的に誕生した東京真田町の会も、はや 29 年の歴史を刻んで

おります。諸先輩のご努力、会員の皆様のご協力、そしてふるさと真田町・上田市のご支援により、一

人前の同郷会に成長し、誠にご同慶の至りでございます。 

 東京真田町の会がさらに充実し発展し続けるためには、会員の増加が何にも増して重要と思われます。

皆様の友人、知人の中に東京真田町の会の会員に推薦したい方がおられましたら、会長または役員まで

是非ご一報頂きたく、よろしくお願い申し上げます。（連絡先は 会長 山口 元彦） 

2. 年会費納入のお願い 

平成 28 年度から年会費は 1,500 円になりました（これについては、平成 27 年 5 月の第 28 回総会で決

めていただきました）。つきましては、平成 29 年度の年会費 1,500 円を同封の郵便為替用紙（口座番号：

00110-1-255577、加入者名：東京真田町の会）にてお払込みください。平成 27 年度(1000 円)，28 年度(1500

円)の年会費未納の方は、上記の口座番号へ合わせてお払込みをお願いします。 

 
3. 会報「日本ダボス」第 30号発行についてのお願い  

「東京真田町の会」会員の皆様には、平素より会の運営に多大なご協力を頂き厚く御礼申し上げます。

今年も日本ダボス第 30 号を 12 月末に発行すべく準備を進めております。日本ダボスは、会員の皆様 

全員とふるさと真田町地域の約 3,500 戸に送られます。東京真田町の会員にはもちろん、ふるさと真田 

地域にも、会員の皆様方のご活躍ぶりをお伝えするよい機会です。毎年のことで恐縮でございますが、 

発行にあたって、つぎのように案内しますのでご協力を頂きたくよろしくお願い致します。 

3.1 会員皆様からのご寄稿やご投稿を待っております：記事のご寄稿や投稿では、掲載料はいただきませ

ん。故郷やその地域の歴史、想い出のスポット写真等の提供、懐かしの真田傍陽線電車や沿線の風景・

上信越線沿線の蒸気機関車の雄姿など写真提供（複写のあと返却します）：担当一之瀬和夫理事。 

3.2「広告掲載」へのご協力とお申込み：担当は柴田小夜子副会長、深町共榮監事。 

3.3 原稿や広告の締切日、文字数、および送付先などを、下記の 1)から 4)にご案内します。 

1) 日本ダボス第 30 号掲載の原稿と広告の締め切りは平成 29 年 10 月 10 日です。 

2) 寄稿・投稿の原稿は 1,000～1,400 字程度（顔写真などを含めず）、紹介する顔写真もお送り下さい。 

3) 原稿と顔写真、及び広告原稿は電子メールに添付するか、下記一之瀬和夫へお送りください。なお、

総会案内に同封した返信はがきの「近況欄」記事も日本ダボスに転載しております。 

a) 一之瀬和夫 〒252-0215 神奈川県相模原市中央区氷川町 4-10 ☏042-776-1733（Fax はありません） 

  b) メールアドレスは iax-0198＠jcom.home.ne.jp [読み：アイエイエックス 中ハイフン 4 桁数字] 

4) 広告掲載料金のご案内：下表にモノクローム（白黒）印刷の広告掲載料金を示します。カラー印刷

の場合は本表の 2 倍の値となります。掲載料のお支払 

いでは、会報のお届け封筒に請求書と振込用紙を同封 

しますのでにご利用ください。     

 

広告の大きさ(縦×横寸法) 掲載料金 

名刺サイズ 50× 90mm 5,000 円 

1/4 頁 50×180mm 10,000 円 

1/3 頁 80×180mm 20,000 円 

1/2 頁 120×180mm 30,000 円 

1 頁 240×180mm 50,000 円 

 

4. 編 集 後 記  

武捨衛人理事は、平成 14 年から平成 28 年 1 月までの 

14 年間にわたって会報「日本ダボス」、および「しらかば 

通信」の編集を担当されてきましたが、平成 28 年 2 月か 

ら、これらの編集に一之瀬和夫理事があたっております。これまで、武捨理事は会員皆様の親睦を深め

ることに尽力され、ふるさと真田町の皆様との交流にも惜しみない努力を注がれました。これまでの労

をねぎらうとともに、会員皆様を代表して、ここに厚く御礼を申し上げる次第です．今後も、武捨理事

には編集・発行の相談にのっていただけるよう、お願いしております。 会長 山口 元彦 
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